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《研究課題名》 

AMH測定を含む「女性のライフプランや生活習慣に与える影響に関する調査研究」

における意識・行動変容の縦断評価 

《研究対象者》 

2025年 6月から 2026 年 3 月までに滋賀県委託のプレコンセプションケア事業に参加し、アンケートに回答

していただいた方 

 

研究協力のお願い 

滋賀医科大学において上記研究課題名の研究を行います。この研究は、対象となる方の採血結果（AMH

測定値）とアンケート調査結果を用いて行う研究であり、研究目的や研究方法は以下の通りです。情報の使

用について、直接ご説明して同意はいただかず、このお知らせをもって説明に代えさせていただきます。対象

となる方におかれましては、研究の主旨・方法をご理解いただきますようお願い申し上げます。 

なお、本研究への試料・情報の提供を希望されない場合、あるいは、本研究に関するご質問は下記（８）の

問い合わせ先へご連絡ください。 

 

（１）研究の概要について 

 

《研究期間》 滋賀医科大学学長許可日～2030年 3月 31日  

 

《研究責任者》 滋賀医科大学 女性診療科 高橋 顕雅 

 

（２）研究の意義、目的について 

《意義》 

本研究は、滋賀県の委託事業として実施されたプレコンセプションケアにおいて既に取得されたアンケート

および AMH（抗ミュラー管ホルモン）測定値を二次利用し、妊娠に向けた知識・意識・意思決定および健康行

動の変化を評価するものです。これにより、どの領域の支援が行動変容につながりやすいか、また支援のボ

トルネックがどこにあるかを可視化し、結果返却の方法やフォローアップの設計を改善・標準化することで、地

域におけるプレコンセプションケアの質向上に資する知見が得られます。新たな採血・検査等を追加せず既存

情報を用いるため、参加者負担を増やさずに実装に直結するエビデンスを創出できる点でも社会的意義があ

ります。 

 

《目的》 

本研究の目的は、滋賀県委託のプレコンセプションケア事業で既に取得されたアンケート回答と AMH 測定

値を個人が特定されない形で二次利用し、後方視的に解析します。 

1）AMH値と将来の妊娠に関する意識・知識・妊娠計画等の関連 

2）AMH 結果返却前後および一定期間後における意識・意思決定・健康行動（受診行動、生活習慣、妊娠計

画の見直し等）の変化と AMH値との関連 

以上を明らかにし、プレコンセプションケアのより効果的な支援方法を検討いたします。 
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（３）研究の方法について 

《研究の内容》 

県の委託事業である「女性のライフプランや生活習慣に与える影響に関する調査研究」にご参加いただい

た方からの取得済みのアンケート結果と、AMH値を用いた、後方視的観察研究です。 

 

《利用し、又は提供する試料・情報の項目》 

背景情報：年齢、婚姻状況、妊娠・分娩歴、不妊治療歴、月経歴、生活習慣、AMH測定値 

アンケート回答：妊娠前の健康づくりに関する行動、今後の妊娠希望・妊娠計画（希望の有無、希望時期

等）、AMH 検査の受検理由、AMH 結果に対する受け止め（安心・不安等）／妊娠可能性に対する心配、AMH

情報が意思決定に与えた影響、葉酸に関する知識・摂取状況 

 

《試料・情報の管理について責任を有する者》 

国立大学法人 滋賀医科大学 

 

《本研究に用いた試料・情報の二次利用について》 

この研究で有用な知見が得られた場合、今回ご提供いただいた試料・情報を用いて妊孕性に関する研究

を行う可能性があります。後続の研究で使用する際は改めて倫理審査委員会において承認を得てから行い

ます。また、本学附属病院のホームページ （https://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/ethics/index.html）

でその旨についての情報を公開いたします。 

 

（４）個人情報等の取扱いについて 

滋賀県委託のプレコンセプションケア事業で収集した情報は、あなたを特定できる情報（氏名、生年月日、

住所等）を除き、代わりに IDを付けることで、その情報が誰のものであるか分からない状態で滋賀県が管理し

ています。今回、その情報を滋賀県から提供を受け、滋賀医大で研究を行います。ID と個人を紐づける対応

表は滋賀県が管理しており、滋賀医大に提供されません。提供された情報は、施錠できる場所で担当者によ

って厳重に管理いたします。 

 

（５）研究成果の公表について 

本研究の成果は学会発表、学術雑誌およびデータベースなどで公表します。公表の際には個人が特定さ

れることがないよう、十分配慮いたします。 

 

（６）研究計画書等の入手又は閲覧 

本研究の対象となる方又はその代理人の方は、希望される場合には、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で本研究に関する研究計画書等の資料を入手・閲覧することができ

ます。ご希望の場合には、下記（８）の問い合わせ先へご連絡ください。 

 

（７）利用又は提供の停止 

本研究の対象となる方又はその代理人の求めに応じて、対象者の方の試料・情報を本研究に利用（又は

他の研究に提供）することについて停止することができます。停止を求められる場合には、下記（８）にご連絡
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ください。 

 

（８）本研究に関する問い合わせ先 

 担当者：滋賀医科大学 女性診療科 高橋 顕雅 

 住所：520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

 電話番号： 077-548-2267 

  メールアドレス： hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp 

  

担当者：滋賀県子ども若者部 子育て支援課母子保健係 

 住所： 520-8577 滋賀県大津市京町四丁目 1番１号 

 電話番号： 077-528-3567 

 メールアドレス： nishida-daisuuke@pref.shiga.lg.jp 

 


